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地
城
的
デ
ー
タ
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化

は
じ
め
に

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
全
国
的
な
開
発
の
時

代
が
終
わ
り
、
本
市
の
道
路
建
設
に
関
し
て

も
、
大
規
模
な
幹
線
街
路
級
の
道
路
建
設
の
速

度
が
純
り
、
道
路
行
政
の
重
点
は
、
建
設
か

ら
、
中
規
模
の
補
助
幹
線
道
路
の
整
備
、
既
存

道
路
の
維
持
補
修
、
歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
そ

の
他
の
安
全
施
設
の
充
実
、
道
路
占
用
、
道
路

境
界
等
の
法
的
規
制
管
理
面
へ
と
、
多
面
的
に

拡
散
し
、
今
後
は
、
更
に
建
設
か
ら
維
持
管
理

面
へ
と
重
点
が
移
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
の
中
で
、
道
路
行
政
の
基
礎

的
資
料
と
な
る
道
路
統
計
デ
ー
タ
、
道
路
管
理

デ
ー
タ
の
把
握
に
関
し
て
新
し
い
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
来
道
路
統
計
デ
ー
タ
、
道
路

管
理
デ
ー
タ
の
様
な
、
位
置
の
特
定
と
形
状
を

大
き
な
要
素
と
す
る
地
域
的
な
管
理
デ
ー
タ
は

　
（
以
下
「
地
域
デ
ー
タ
」
と
い
う
）
従
来
の
行

政
上
の
デ
ー
タ
処
理
と
は
次
の
点
で
区
別
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
一
つ
は
、
全
市
を
面
的
に
把

握
す
る
場
合
の
電
算
処
理
に
つ
い
て
の
方
法
上

の
点
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
電
算
処
理
以
前

に
長
期
的
に
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
必
要
性
と
、

調
査
上
の
問
題
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
報
告

で
は
、
現
在
ま
で
に
道
路
局
が
行
っ
て
き
た
道

路
管
理
の
た
め
の
一
連
の
調
査
作
業
の
結
果
と

問
題
点
、
及
び
調
査
結
果
を
活
か
し
た
道
路
管

理
情
報
の
処
理
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
従
来
の
資
料
管
理
と

デ
ー
タ
作
成
に
つ
い
て
の
改
善
点
と
、
行
政
の

推
移
を
電
算
図
形
処
理
に
よ
っ
て
総
合
的
に
、

長
期
的
か
つ
空
間
的
特
定
を
も
た
せ
て
把
握
す

る
可
能
性
と
必
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で

あ
る
。

概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
即
ち
道
路
局
内
部

で
の
道
路
統
計
デ
ー
タ
と
道
路
管
理
デ
ー
タ
の

作
成
と
流
れ
と
デ
ー
タ
の
集
約
方
法
の
現
状
の

問
題
点
と
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
、
道
路
局

内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
統
計
に
関
す
る
連
絡
会

に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
方
向
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

ニ

認
定
路
線
の
履
歴
の
把
握
に

つ
い
て

大
森
　
敬

①
―
道
路
管
理
情
報
の
基
礎
と
し
て
の
市
道

　
　
認
定
路
線
図
の
作
成
経
過
と
問
題
点

　
こ
こ
で
市
道
認
定
路
線
図
（
以
下
「
路
線
図
」

と
い
う
）
に
関
し
て
述
べ
る
の
は
、
道
路
認
定

の
把
握
が
、
今
後
の
道
路
管
理
に
と
っ
て
も
骨

格
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
二
五
〇
〇
分

の
一
路
線
図
一
種
類
の
み
で
す
べ
て
の
管
理
業

務
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
管
理
部

門
で
は
、
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳
平
面
図
を

始
め
と
し
て
、
二
、
五
〇
〇
分
の
一
地
形
図
、

三
〇
、
〇
〇
〇
分
の
一
市
域
図
、
国
県
道
路
線

図
、
そ
の
他
多
数
の
図
面
、
文
書
類
が
業
務
の

た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料

の
中
で
も
、
業
務
の
対
象
の
前
提
と
な
っ
て
い

る
道
路
が
、
果
し
て
道
路
法
上
の
道
路
か
が
何

よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
事
項
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
道
路
の
図
形
情
報
は
、
今
後
予
想

さ
れ
る
総
合
的
な
市
政
の
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム

の
骨
格
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
る
。

(
ア
)
路
線
図
作
成
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　
及
び
作
成
経
過

　
現
在
、
業
務
に
使
用
さ
れ
て
い
る
路
線
図

　
（
図
－
―
参
照
）
は
昭
和
五
十
二
年
度
以
降
軌

　
現
在
、
横
浜
市
の
道
路
総
延
長
は
、
国
道
、

県
道
を
含
め
て
、
八
二
八
一
㎞
あ
り
、
路
線
数

は
約
四
万
三
千
本
あ
る
。
こ
の
総
延
長
の
距
離

数
と
、
路
線
数
の
多
さ
は
他
都
市
に
例
を
見
な

い
も
の
で
あ
る
（
表
―
１
参
照
）
。
こ
れ
は
ひ

と
え
に
横
浜
市
が
、
他
都
市
で
は
管
理
し
て
い

な
い
公
図
上
道
路
（
通
称
「
赤
道
」
、
「
里

道
」
）
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

こ
の
本
数
め
多
さ
と
、
昭
和
三
十
年
代
以
後
の

道
路
認
定
改
廃
手
続
本
数
の
多
さ
と
が
、
本
市

の
道
路
管
理
面
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。

道
路
管
理
デ
ー
タ
の
把
握
を
例
と
し
て
〈
上
〉

一

　
ま
ず
、
地
域
的
な
行
政
資
料
の
長
期
的
な
把

握
の
例
と
し
て
、
市
道
認
定
路
線
図
の
作
成
と

認
定
履
歴
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
こ
れ
は
、
認
定
路
線
図
作
成
の
た
め
に
、

大
正
九
年
四
月
一
日
ま
で
遡
っ
て
、
道
路
に
関

す
る
図
面
、
文
書
等
を
整
理
収
集
、
調
査
し
て

い
く
過
程
で
判
明
し
た
問
題
点
と
、
地
域
的
管

理
デ
ー
タ
の
新
し
い
処
理
方
法
に
つ
い
て
述
べ

る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
全
市
を
面
的
に
把
え

る
允
め
の
事
例
と
し
て
、
現
在
、
道
路
局
が
検

討
中
の
道
路
管
理
情
報
の
統
一
的
処
理
作
業
の



道
に
乗
っ
た
比
較
的
新
し
い
図
面
で
あ
る
。
従

来
は
、
旧
市
街
地
、
関
東
大
震
災
復
興
土
地
区

画
整
理
地
域
、
郊
外
部
の
三
種
の
地
域
別
に
、

そ
れ
ぞ
れ
大
正
九
年
、
昭
和
初
期
、
昭
和
三
十

九
年
に
作
成
さ
れ
た
路
線
図
が
使
用
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
図
面
は
縮
尺
が
、
六
、
〇
〇
〇

分
の
一
、
一
〇
、
〇
〇
〇
分
の
一
、
三
、
〇
〇

〇
分
の
一
と
区
々
で
あ
り
、
。
ま
た
、
作
成
当
時

の
材
質
の
制
約
か
ら
損
傷
が
ひ
ど
く
、
年
度
の

表－1　各都市の市道路線数１路線総延長比較表

補
正
も
技
術
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年
よ
り
、
道
路
台
帳

整
備
事
業
が
開
始
さ
れ
、
五
〇
〇
分
の
一
道
路

台
帳
平
面
図
作
成
の
為
、
当
初
、
従
来
の
三
種

類
の
路
線
図
及
び
公
図
写
し
等
が
基
礎
資
料
と

さ
れ
た
が
、
図
面
縮
尺
の
不
統
一
、
図
廓
の
不

統
一
、
図
面
破
損
、
年
度
補
正
実
施
の
不
均
衡

等
、
高
精
度
の
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳
平
面

図
の
基
礎
と
し
て
は
適
当
で
な
い
た
め
、
統
一

図一１　現在使用の路線図

的
な
路
線
図
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
度
以
降
、
地
番

メ
ッ
シ
ュ
対
応
図
作
成
、
局
内
に
保
存
さ
れ
た

市
道
認
定
改
廃
議
案
調
査
、
市
報
道
路
認
定
改

廃
告
示
の
電
算
入
出
力
作
業
、
そ
の
他
の
調
査

作
業
を
経
て
、
昭
和
五

十
一
年
度
に
先
の
三
種

の
図
面
を
統
合
し
た
一

応
の
統
一
的
な
路
線
図

図一２　路線図作成経過

の
ベ
ー
ス
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
経
過
は

図
―
２
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
後
も
、
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳
平
面

図
を
地
方
交
付
税
算
定
の
基
礎
数
値
と
し
て
使

用
す
る
た
め
の
路
線
図
の
裏
付
け
調
査
と
し
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て
、
市
内
の
全
登
記
所
へ
の
公
図
調
査
作
業
、

昭
和
五
十
五
年
度
以
降
の
市
道
認
定
改
廃
、
区

域
変
更
等
の
決
裁
原
議
調
査
作
業
等
を
実
施

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
不
明
路
線
は
僅
か

な
が
ら
も
残
り
、
今
後
更
に
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
路
線
図
の
表
現
形
式
は
、
現
在
の
地
番
メ
ッ

シ
ュ
対
応
図
を
ペ
ー
ス
と
し
た
図
面
か
ら
、
地

形
図
そ
の
他
の
図
面
を
ペ
ー
ス
と
し
た
も
の
に

変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
起
点
、
終
点
、

経
過
地
を
そ
れ
ぞ
れ
図
上
の
あ
る
位
置
を
占
め

る
点
及
び
線
形
で
表
示
す
る
と
い
う
点
で
は
、

今
後
も
変
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
イ
)
路
線
図
作
成
過
程
上
で
の
問
題
点

　
本
来
、
市
道
認
定
改
廃
手
続
は
、
他
の
地
域

デ
ー
タ
と
同
様
に
、
処
分
内
容
、
種
別
、
名

称
、
そ
の
他
を
記
載
し
た
文
字
情
報
で
あ
る
告

示
と
、
位
置
図
形
情
報
で
あ
る
路
線
図
の
二
つ

の
異
な
る
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の

要
素
が
一
体
と
な
っ
て
始
め
て
認
定
改
廃
手
続

が
具
体
性
を
も
つ
。
そ
の
た
め
作
業
も
、
位
置

図
形
情
報
で
あ
る
図
面
類
の
調
査
、
作
業
と
文

字
情
報
で
あ
る
告
示
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い

て
の
調
査
作
業
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
、
昭
和
四
十
六
年
度
に
市
報
告
示
の
市

道
認
定
、
改
廃
告
示
の
全
件
の
電
算
入
力
を
行

な
い
、
方
面
別
、
路
線
番
号
順
の
分
類
出
力
を

実
施
し
た
。
認
定
改
廃
告
示
は
道
路
管
理
権
の

発
生
の
根
拠
と
な
る
重
要
な
公
示
で
あ
り
、
道

路
法
上
の
認
定
、
改
廃
の
有
無
は
常
に
市
報
の

告
示
に
求
め
ら
れ
る
。
方
面
別
番
号
順
の
分
類

出
力
に
よ
っ
て
、
路
線
一
本
一
本
の
経
歴
、
即

ち
、
い
つ
認
定
さ
れ
、
何
時
区
域
変
更
（
道
路

の
拡
幅
そ
の
他
）
が
あ
り
、
そ
し
て
い
つ
路
線

が
廃
止
ま
た
は
部
分
廃
止
が
あ
っ
た
か
を
調
査

す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　
作
業
結
果
と
し
て
は
、
当
初
の
目
的
と
予
想

に
反
し
て
、
路
線
の
一
本
ご
と
の
整
然
と
し
た

履
歴
の
出
力
は
得
ら
れ
ず
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
を
含
む
履
歴
表
を
得
た
。

　
①
現
状
で
は
路
線
図
上
見
ら
れ
な
い
路
線
が

　
　
告
不
上
生
き
て
い
る
こ
と
。

　
②
廃
止
告
示
の
み
の
路
線
が
あ
る
こ
と
。

　
③
区
域
変
更
の
み
の
路
線
が
あ
る
こ
と
。

　
道
路
法
上
の
認
定
改
廃
手
続
は
、
認
定
、
廃

止
、
区
域
変
更
、
及
び
路
線
変
更
の
四
種
類
に

分
け
ら
れ
る
。
路
線
の
認
定
後
の
当
該
路
線
に

つ
い
て
も
区
域
変
更
や
部
分
廃
止
等
、
何
ら
か

の
後
続
手
続
を
す
る
場
合
は
、
通
常
、
同
一
路

線
名
称
、
即
ち
同
一
方
面
名
、
同
一
番
号
に
て

告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
方
面
名
、

路
線
番
号
か
ら
な
る
路
線
名
が
違
え
ば
、
相
互

に
違
う
路
線
で
あ
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
つ
け
加
え
る
な
ら

ば
、
認
定
が
な
け
れ
ば
区
域
変
更
ま
た
は
廃
止

は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
分
類
出
力
の
結
果

か
ら
の
予
想
に
反
し
て
、
道
路
認
定
改
廃
の
実

務
上
は
資
料
検
索
の
面
を
除
い
て
何
ら
の
不
都

合
は
な
い
。
こ
れ
は
次
に
述
で
る
地
域
デ
ー
タ

の
追
跡
手
段
と
し
て
の
文
字
情
報
処
理
の
限
界

を
現
わ
し
て
い
る
。

(
ア
)
地
域
デ
ー
タ
の
追
跡
手
段
と
し
て
の
、
文
字

　
情
報
処
理
の
限
界

　
ａ
通
常
の
文
字
情
報
処
理
方
式
（
通
常
キ
ー

　
　
コ
ー
ド
方
式
）
に
つ
い
て

　
現
在
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う
場
合
、
殆

ん
ど
電
算
処
理
に
頼
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、

道
路
認
定
改
廃
の
告
示
、
そ
の
他
の
道
路
管
理

デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
と
考

え
ら
れ
た
。
電
算
処
理
を
中
心
と
し
た
、
こ
れ

ら
の
大
量
の
デ
ー
タ
処
理
に
つ
い
て
は
基
本
的

な
前
提
条
件
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
重
要

な
の
は
、
検
索
、
分
類
、
集
計
の
た
め
に
付
け

ら
れ
る
コ
ー
ド
番
号
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ

る
。
ま
ず
第
一
に
、
一
つ
の
業
務
、
ま
た
は
フ

ァ
イ
ル
群
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
デ
ー
タ
に
一

つ
の
名
前
ま
た
は
番
号
が
対
応
し
、
二
つ
の
名

前
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
補
正
に
関
す
る
個
々
の
デ
ー
タ
の
独
立
性
の

ル
ー
ル
が
あ
る
。
即
ち
、
あ
る
フ
ァ
イ
ル
で
登

録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
…
…
が
あ

れ
ば
、
後
続
の
Ｂ
及
び
Ｃ
に
関
す
る
補
正
を
Ａ

の
名
前
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
で

あ
る
。
こ
れ
は
税
ま
た
は
給
与
の
計
算
に
つ
い

て
考
え
て
見
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
前
提
条
件
の
下
に
処
理
さ
れ
る
方
式
を
こ

こ
で
通
常
キ
ー
コ
ー
ド
方
式
と
呼
ぶ
。

　
ｂ
地
域
デ
ー
タ
の
特
性

　
以
上
、
通
常
の
事
務
用
電
算
処
理
に
つ
い
て

の
性
格
を
述
べ
た
が
、
地
域
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
認
定
路
線
を
例
に
と
れ
ば
、
先
に
述
べ
た

前
提
が
表
面
的
に
は
崩
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
第

一
に
、
地
域
デ
ー
タ
は
、
基
本
的
要
素
と
し
て

特
定
の
位
置
と
、
特
定
の
形
状
を
含
む
た
め
、

デ
ー
タ
量
が
多
く
、
補
正
の
変
化
が
激
し
い
場

合
に
は
道
路
の
様
に
地
域
デ
ー
タ
が
相
互
に
形

状
的
な
撃
が
り
が
あ
る
た
め
に
、
補
正
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
独
立
性
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、

ひ
い
て
は
デ
ー
タ
と
名
前
の
一
対
一
対
応
の
原

則
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
。
第
二
に
地
域

デ
ー
タ
を
支
え
る
、
区
名
、
町
名
、
町
界
等
に

関
す
る
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
の
問
題

に
つ
い
て
図
を
用
い
て
説
明
し
、
第
二
の
問
題

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
道
路
の
認
定
改
廃
手

続
に
お
い
て
は
、
ま
ず
認
定
さ
れ
る
べ
き
路
線

に
方
面
名
及
び
路
線
番
号
を
付
し
て
告
示
し
、

そ
の
後
の
当
該
路
線
に
つ
い
て
の
変
更
ま
た
は

廃
止
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
一
方
面

名
、
同
一
路
線
番
号
を
も
っ
て
手
続
を
行
っ
て

い
る
が
、
実
務
上
、
次
の
様
な
例
外
処
理
を
行

う
こ
と
が
あ
る
。

　
①
番
号
の
異
な
る
変
更
ま
た
は
廃
止
デ
ー
タ

　
　
の
作
成
（
図
―
３
参
照
）

　
②
補
正
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
独
立
性
の
原
則

　
　
の
例
外
に
つ
い
て
（
図
―
４
参
照
）

　
図
―
４
に
示
す
よ
う
に
一
〇
〇
号
線
と
二
〇

〇
号
線
を
同
時
に
一
〇
〇
号
線
の
名
前
で
廃
止

し
て
い
る
の
が
例
外
処
理
で
あ
る
。
以
上
の
例

か
ら
、
先
の
路
線
の
履
歴
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

出
力
さ
れ
た
か
が
説
明
さ
れ
る
。
で
は
、
図
一
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３
、
４
の
様
な
地
域
デ
ー
タ
の
把
握
は
通
常
の

電
算
処
理
で
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
原
理
的
に

は
通
常
の
電
算
処
理
で
も
可
能
で
あ
る
。
現
に

リ
ン
ク
方
式
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
あ
り
、
実
務

上
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
方
式
は

本
市
に
つ
い
て
言
え
ば
、
す
べ
て
の
市
道
に
つ

い
て
デ
ー
タ
が
採
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
幹
線
級
道
路
に
つ
い
て
の
み
把
握
さ
れ
て

い
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
デ
ー
タ
件
数
が
少

な
く
、
か
つ
変
化
も
少
な
い
よ
う
な
場
合
は
、

従
来
方
式
で
も
十
分
対
処
可
能
で
あ
る
が
、
デ

ー
タ
量
が
多
く
、
補
正
量
も
多
い
場
合
は
、
変

化
を
把
握
す
る
た
め
に
は
従
来
方
式
で
は
対
応

が
困
難
で
あ
る
。
主
な
理
由
は
、
諸
々
の
チ
ェ

ッ
ク
作
業
の
追
加
と
、
作
業
過
程
上
、
一
定
の

割
合
で
発
生
す
る
エ
ラ
ー
を
す
べ
て
見
出
し
て

図一３　例外処理（その1）

修
正
す
る
こ
と
が
方
法
的
に
困
難
な
た
め
で
あ

る
。

イ
町
名
、
地
番
に
よ
っ
て
、
地
域
デ
ー
タ
の

　
位
置
は
特
定
で
き
る
か

　
路
線
図
作
成
上
、
認
定
改
廃
告
示
上
の
起
終

点
の
地
番
を
基
に
路
線
の
記
入
を
試
み
、
ま
た

議
案
資
料
図
面
上
の
起
終
点
地
番
を
確
認
す
る

作
業
を
実
施
し
た
。
作
成
過
程
に
お
い
て
、
起

点
、
終
点
の
二
点
を
決
め
た
だ
け
で
は
、
延
長

の
長
い
路
線
に
つ
い
て
は
経
路
が
特
定
で
き
な

い
こ
と
や
、
一
筆
の
土
地
そ
の
も
の
が
起
終
点

に
な
ら
な
い
こ
と
等
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
よ

り
大
き
な
問
題
は
地
番
の
所
在
が
確
定
で
き
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
路
法
の
認
定
そ
の
他
手

続
に
限
ら
ず
、
行
政
上
。
位
置
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
殆
ど
地
番
を
用
い
る
の
が
現
状
で

図一４　例外処理（その2）

あ
る
。
確
か
に
、
手
続
後
二
、
三
年
の
比
較
的

短
期
間
で
地
番
に
よ
る
位
置
の
特
定
が
可
能
で

あ
る
が
、
五
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
場

合
は
、
地
番
の
追
跡
上
、
様
々
な
問
題
が
起
き

て
来
る
。
地
番
を
長
期
に
遡
る
場
合
、
次
の
様

な
点
に
つ
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
に
、
土
地
の
分
合
筆
が
挙
げ
ら
れ
る
。

表
―
２
は
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六

年
度
ま
で
の
市
内
の
分
合
筆
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
六

年
度
に
お
い
て
、
市
内
総
筆
数
約

一
一
七
万
筆
あ
り
、
過
去
五
年
間

平
均
五
％
弱
の
筆
数
の
変
動
が
あ

り
、
長
期
に
わ
た
る
場
合
、
年
々

の
変
動
数
が
累
積
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
地
番
に
よ
る
位
置
表
示

に
対
し
て
影
響
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
第
二
に
は
、
地
番
改
正
事
業
が

あ
る
。
桁
数
の
多
い
地
番
に
つ
い

て
は
、
町
ご
と
に
地
番
を
ふ
り
直

す
作
業
で
あ
る
（
地
番
に
つ
い
て

は
住
居
表
示
に
よ
る
番
号
と
は
区

別
さ
れ
る
）
。
昭
和
三
年
九
月
一
日

の
第
一
。
期
町
界
町
名
地
番
整
理
事

業
以
来
、
大
規
模
な
地
番
整
理
事

業
が
計
九
回
あ
り
、
現
在
も
住
居

表
示
法
に
よ
る
地
番
整
理
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
本
市
全
域
で
地
番

整
理
さ
れ
た
地
域
は
約
三
割
と
推

表－２　本市における地番変更と総筆数

定
さ
れ
て
い
る
。
地
番
改
正
が
な
さ
れ
た
場
合
、

町
名
、
区
名
が
変
ら
な
く
と
も
、
資
料
図
面
を

過
去
に
遡
ら
な
け
れ
ば
、
旧
地
番
を
も
っ
て
位

置
の
確
定
は
で
き
な
い
。
本
市
の
場
合
は
、
最

近
は
図
面
の
保
存
管
理
が
以
前
よ
り
も
改
善
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
年
前
に
つ
い
て

は
、
関
連
図
面
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
五
年
作
成
の
土
地
宝

調査季報75―82.965



表－３　本市における町数の変遷
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表－4　横浜市における市道認定改廃件数の推移 典
、
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
路
線
記
入
作
業

を
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
第
三
と
し
て
、
町
名
の
変
更
が
あ
る
こ
と
。

こ
れ
は
新
町
設
定
、
廃
町
が
あ
る
た
め
に
町
名

を
基
に
位
置
の
範
囲
を
絞
れ
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
。
表
―
３
は
、
明
治
二
十
二
年
に
横
浜
市

に
市
制
が
ひ
か
れ
て
以
来
の
町
数
と
新
町
設
定

と
、
廃
町
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
か
ら
は

市
制
施
行
以
来
、
昭
和
十
四
年
の
第
六
次
合
併ま

で
は
、

町
数
の
増

加
に
対
し

て
、
市
域

編
入
に
よ

る
新
町
の

編
入
、
埋

立
に
よ
る

新
町
編
入

の
影
響
が

強
い
が
、

そ
の
後
も

市
域
面
積

の
急
激
な

増
加
が
み

ら
れ
な
い

に
も
拘
わ

ら
ず
、
新

町
設
定
と

廃
町
は
一

定
の
数
で

続
い
て
い

る
こ
と
が

わ
か
る
。

ま
た
、
廃

町
の
合
計

数
が
新
町

設
定
数
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
の
は
、
新
町
と

在
来
の
町
と
の
間
で
区
域
の
や
り
と
り
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
な
う
在
来
の
町
の
町
界
の
変
更

が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ウ
町
名
コ
ー
ド
に
つ
い
て

　
地
域
デ
ー
タ
を
長
期
的
に
扱
う
場
合
は
、
前

に
述
べ
た
よ
う
に
、
町
名
の
変
遷
が
あ
り
、
長

期
的
視
点
か
ら
町
名
コ
ー
ド
が
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
町
名
コ
ー
ド
は
、
昭

和
四
十
一
年
に
横
浜
市
が
電
算
機
を
導
入
し
た

際
に
定
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
統
一
コ
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第
四
と
し
て
、
分
区
、
区
界
の
変
更
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
第
三
の
問
題
と
同
様
に
位
置
の

範
囲
を
絞
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
同
時
に
、
区

別
の
道
路
延
長
の
集
計
の
際
の
障
害
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
地
番
に
関
す
る
問
題
点
は
、
複
合
し

て
作
業
上
に
現
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
以
上
の

問
題
点
を
見
る
と
、
一
見
、
不
動
の
よ
う
に
見

え
る
地
番
、
長
期
的
に
は
か
な
り
の
動
き
を
示

す
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

ー
ド
は
以
後
の
新
町
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

コ
ー
ド
番
号
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
廃
町
に

つ
い
て
は
、
最
近
の
も
の
の
み
を
コ
ー
ド
が
定

め
ら
れ
、
昭
和
四
十
一
年
以
前
に
つ
い
て
の
廃

町
コ
ー
ド
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
昭
和
二
年

以
前
の
区
制
施
行
前
は
、
当
然
、
町
名
と
区
名

は
一
体
で
は
な
く
、
ま
た
、
今
後
、
分
区
、
合

区
が
予
想
さ
れ
る
の
を
考
慮
し
、
地
域
デ
ー
タ

管
理
の
た
め
に
は
区
、
町
名
コ
ー
ド
体
系
の
見

直
し
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



図―５　大正九年四月一日認定

図―６　昭和十年認定、廃止、区域変更

図―７　昭和二十五年認定、廃止、区域変更

図―８　昭和三十二年認定、廃止、区域変更
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②
―
認
定
履
歴
形
状
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

　
以
上
の
様
な
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
市
道
認

定
路
線
図
が
作
成
さ
れ
て
き
た
が
、
作
業
過
程

上
の
中
間
成
果
品
と
し
て
の
図
面
が
各
種
作
成

さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
更
に
昭
和
五
十
二

年
度
以
降
の
毎
年
の
路
線
図
の
補
正
用
の
原
稿

図
面
が
年
々
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中

間
過
程
の
資
料
図
面
は
、
路
線
の
生
成
、
変
更

の
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
し
て
い
る
点
で
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
度
よ
り
、
こ
れ
ら

中
間
過
程
の
資
料
図
面
に
よ
る
認
定
履
歴
の
保

存
と
利
用
の
た
め
に
、
認
定
路
線
形
状
の
電
算

図
形
処
理
入
力
を
行
っ
た
。
資
料
図
面
の
た
め

に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
そ
の
他
の
方
法
も

考
え
ら
れ
た
が
、
散
逸
を
防
ぐ
た
め
の
保
存
目

的
の
み
な
ら
ず
、
認
定
履
歴
の
管
理
業
務
へ
の

昭和二十五年の認定，廃止，区域変更の経違（データ入力

68

昭和十年の認定，廃止，区域変更の経違（データ入力）

昭和三十二年の認定，廃止，区域変更の経違（データ入力）



図―12　横浜市認定路線図　昭和四十六年（認定2

図―13　横浜市認定路線図昭和四十六年（区域変更）

図―14　横浜市認定路線図　昭和四十六年（廃止）
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図―９　横浜市認定路線図　大正九年認定

図―10　横浜市認定路線図　昭和十年認定

図―11　横浜市認定路線図　昭和二十九年認定



図一15　横浜市認定路線図（認定）よ
り
幅
広
い
応
用
の
面
か
ら
電
算
図
形
処
理
に

よ
る
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。

　
電
算
図
形
処
理
は
、
従
来
の
事
務
処
理
方
式

と
違
い
、
地
域
デ
ー
タ
に
、
座
標
に
よ
り
位
置

の
特
定
と
形
状
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
仮
に
別
個
の
デ
ー
タ
で
、
同
一
の
名
前
を

も
っ
た
、
二
つ
以
上
の
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
も
、

座
標
、
に
よ
り
位
置
形
状
を
付
価
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
デ
ー
タ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
同
一
性
が
確

定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
特
定
の
路
線
や

特
定
の
箇
所
に
関
し
て
、
番
号
の
異
な
る
手
続

が
行
わ
れ
て
い
て
も
、
時
系
列
的
な
変
化
を
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
更
に
、
デ
ー
タ

が
座
標
を
も
つ
た
め
、
任
意
の
ゾ
ー
ン
に
よ
る

分
類
集
計
が
可
能
と
な
り
、
座
標
を
媒
介
と
し

て
、
各
種
の
フ
ァ
イ
ル
間
の
比
較
照
合
計
算
が

可
能
と
な
る
。

(
ア
)
架
空
デ
ー
タ
の
入
力

　
電
算
図
形
処
理
に
よ
る
認
定
履
歴
形
状
フ
ァ

イ
ル
作
成
に
先
立
ち
、
実
施
の
可
能
性
を
検
討

す
る
た
め
、
架
空
デ
ー
タ
を
実
験
的
に
入
出
力

し
た
。
架
空
デ
ー
タ
は
図
―
５
か
ら
図
―
８
ま

で
に
示
し
た
。
市
内
の
あ
る
地
域
で
、
大
正
九

年
四
月
一
日
現
在
を
図
―
５
に
示
し
、
そ
の
後

昭
和
二
年
～
十
年
に
認
定
、
廃
止
、
区
域
変
更

を
行
い
、
昭
和
二
十
五
年
に
宅
地
開
発
さ
れ
、

昭
和
三
十
二
年
以
後
、
開
発
区
域
へ
の
取
付
道

路
が
区
域
変
更
に
よ
っ
て
路
線
の
経
路
が
変
っ

た
場
合
を
図
―
６
か
ら
図
―
８
に
よ
っ
て
想
定

し
た
。
こ
れ
ら
の
架
空
デ
ー
タ
で
は
、
通
常
の

業
務
か
ら
か
け
離
れ
た
、
極
端
な
イ
ソ
ギ
ク
フ

ー
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
架
空
デ
ー
タ
を
座
標
読
取
機
に
よ

り
入
力
し
た
後
、
電
算
図
形
処
理
に
よ
り
、
任

意
の
年
度
に
お
け
る
認
定
路
線
図
を
出
力
す
る

も
の
と
し
た
。
大
正
九
年
四
月
一
目
以
後
、
昭

和
十
年
現
在
、
昭
和
二
十
九
年
現
在
、
昭
和
四

一
十
年
現
在
の
３
種
図
面
で
あ
る
。
出
力
結
果
は

図
―
９
か
ら
図
―
1
2
ま
で
に
示
し
た
゛
。
図
―
1
3

は
区
域
変
更
に
つ
い
て
年
度
を
通
し
て
の
全
路

線
に
つ
い
て
の
出
力
で
あ
る
。
図
―
1
4
は
廃
止

に
つ
い
て
年
度
を
通
し
て
の
全
路
線
に
つ
い
て

の
出
力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
電
算

図
形
処
理
に
よ
っ
て
、
時
間
と
空
間
の
構
造
を

も
つ
デ
ー
タ
の
集
ま
り
を
、
時
間
の
軸
を
基
準

に
し
て
輪
切
り
に
す
る
こ
と
、
逆
に
時
間
差
を

無
く
し
て
特
定
デ
ー
タ
を
同
一
平
面
上
に
出
力

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
検
討
用
モ
デ
ル
で
は
、
認
定
改
廃
手
続

の
解
釈
を
電
算
処
理
に
適
用
さ
せ
る
際
に
、
一

部
食
い
違
い
が
あ
っ
た
の
み
で
、
従
来
の
路
線

図
作
成
及
び
補
正
作
業
と
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
が

保
存
で
き
、
ま
た
、
認
定
の
み
の
過
年
度
分
の

全
出
力
・
廃
止
の
み
の
過
年
度
分
の
全
出
力

等
、
任
意
の
項
目
の
形
状
の
検
索
出
力
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

(
イ
)
認
定
路
線
履
歴
形
状
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

　
架
空
デ
ー
タ
に
よ
る
検
討
を
経
て
、
昭
和
五

ト
五
年
度
よ
り
、
全
市
の
認
定
、
廃
止
、
区
域

変
更
等
の
形
状
デ
ー
タ
が
入
力
さ
れ
た
。
入
出

回
面
の
縮
尺
は
、
路
線
図
の
ベ
ー
ス
が
最
終
的

に
は
二
、
五
〇
〇
分
の
一
地
形
図
を
基
本
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
二
、
五
〇
〇
分
の
一
で
あ
る

が
、
出
力
の
際
の
縮
尺
、
出
力
媒
体
は
、
利
用

目
的
に
よ
っ
て
任
意
に
設
定
出
来
る
。
図
―
1
5

は
認
定
路
線
履
歴
形
状
フ
ァ
イ
ル
を
C
O
M

（
C
o
m
p
u
t
e
r
o
u
t
q
u
t
m
i
c
r
o
f
i
l
m
）
に
出
力

―
焼
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
―
４
は
、
横
浜
に
お
け
る
市
道
認
定
改
廃

件
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
認
定
履

歴
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
入
力
件
数
も
表
－
４
に

従
う
。
表
か
ら
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
認
定

手
続
の
増
加
が
窺
え
る
。
認
定
路
線
履
歴
形
状

フ
ァ
イ
ル
の
成
果
の
保
存
媒
体
と
し
て
は
、
磁

気
テ
ー
プ
そ
の
も
の
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
フ
ィ
ル
ム
を

使
用
し
て
い
る
。
長
期
の
保
存
に
は
、
異
な
っ

た
性
質
の
媒
体
を
二
種
並
列
さ
せ
、
成
果
全
休

の
紛
失
、
破
損
の
危
険
を
避
け
る
べ
き
と
思
わ

れ
る
。
認
定
履
歴
形
状
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
現

在
、
舗
装
状
況
や
、
歩
道
の
有
無
、
道
路
幅
員

デ
ー
タ
、
そ
の
他
道
路
管
理
上
の
デ
ー
タ
は
付

加
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
管
理
デ
ー
タ

は
、
認
定
改
廃
デ
ー
タ
よ
り
も
短
い
サ
イ
ク
ル

で
変
化
し
、
そ
の
量
も
多
い
。
こ
れ
ら
多
種
多

様
な
デ
ー
タ
の
処
理
は
、
認
定
履
歴
形
状
フ
ァ

イ
ル
作
成
上
で
使
用
さ
れ
た
手
法
及
び
問
題
点

を
踏
ま
え
て
、
次
に
述
べ
る
道
路
現
況
中
心
線

形
状
フ
ァ
イ
ル
に
関
連
づ
け
て
述
べ
ら
れ
る
。

∧
前
道
路
局
管
理
部
道
路
調
査
課
・
総
務
局

人
事
部
労
務
課
∨

70調査季報75―82.9


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9

